
私たちは多くのことを「本当だ」と思って生活しています。その代表的な例は高校の教科書に書いてあることでしょう。

世界史の教科書に書いてある十字軍は実際に起こった出来事だし、物理学の教科書のF＝ｍαという運動方程式は物理

的世界の本当の姿を表現している、と思っています。これらに「疑い」を懐きながら入試問題を解くことはできないでしょ

う。

でも、教科書に書いてあることが「本当のこと」、少し難しくいうと「真理だ」ということは、なぜそう言えるのでしょうか。

「教科書に書いてあることは本当のことだ」ということ自体は、「なぜ本当のこと」なのでしょうか。頭がくらくらしそうで

すが、考えてみましょう。哲学という人間の昔からの営みのほんの一端をご紹介できればと思います。

哲学
・倫理学

教科書に書いてあることは本当なの？

担当教員：川添 信介 学長

● 受講人数の目安：４０人

● 所要時間の目安：60～90分

● 高校でご準備いただきたいもの：プロジェクタ、スクリーン
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